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　近年、保育者を目指す学生の意欲の低下が大変気になっていた。その原因は、様々なものがあるとは思
うが、そのひとつに学校内の授業（講義）と実践（実習）における時間数のアンバランスにあると考える。
入学時の学生は将来の夢を実現しようと意欲もあり、積極的な姿勢である。しかし早朝から夕方遅くま
である 90分授業、提出物、試験などを経験していくうちに、疲弊し、意欲が低下しているように感じる。
しかし実習に行き、子どもと関わり、現場の保育者の立ち居振る舞いに触れることで、「保育者になるた
めに自分が身に付けねばならないこと」を学び、意欲を得て帰ってくるようだ。つまり実践を通して学ぶ
経験を増やすことが、学生の意欲や学びの効果が増すのではないかと考える。
　本研究では、学生たちが子ども向け造形ワークショップを計画、準備、実施したゼミナールでの活動を
取り上げ、その中で学生たちにどのような変化があったのかを明らかにする。
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Ⅰ．はじめに
　Ⅰ −１．ワークショップについて
　ワークショップという言葉は、イベントや研修、
教室などでもよく見かける言葉である。あまりに
見かけすぎて実際のところなにをワークショップ
というのかが分からなくなる程である。はじめに
本論でのワークショップの定義をしておく。
「第 1のワークショップ」…ワークショップを作業
場や工房の意味で使用する用法はいまでもイギリ
スやアメリカでつづいており、都市を歩くとワー
クショップという看板を見かけることがすくなく
ない。町の小さな工場、修理店などである。有名
なところでは、日本でも放送されたアメリカの長
寿番組「セサミストリート」のアメリカの番組制
作会社はチルドレンズ・テレビジョン・ワークシ
ョップ Children’s Television Workship といい、の
ちにセサミ・ワークショップ  Sesame Workshopと
称している。この番組の理念や手法は新しい意味
でもワークショップ的なのだが、制作会社の名前
は原義の工房としてのワークショップである。こ
のように 16世紀から確認できる言葉が、500年近
くも生き続けていることとなる。１）
「第２のワークショップ」…教師のためのワークシ
ョップつまり研究集会・講習や、その後に広がる
専門家のためのワークショップなどは、直接に技
術や知識の習得やそれに基づく資格や免許などが
目的である。２）
「第 3のワークショップ」…技術や知識の習得や資
格に直接には結びつかずそれを目的にしないとい
う特徴をもつ「ワークショップとしか言えないワ
ークショップ」３）とし、本論で扱うワークショップ
はこれである。
Ⅰ −２．教育構造の 3つの分類
　「陶冶」…教室で教師が生徒に教材を使って教え
るという構造であり、近代学校のモデルである。
　「教化」…生徒が媒介に接して学ぶが、教師は存
在せずに企画運営する人は背後にいるという、博
物館や図書館のモデルである。
　「形成」…人間と人間の関係で学ぶという地域や
職場での人間形成のモデルである。＊　四條畷学園短期大学　保育学科
1
原著
- 33 -
　　本論では、企画運営する者が後ろに退いて学習
者の主体的な試みを促進する「教化」の一つとして、
ワークショップを位置づけることにする。
　
　さらに「ワークショップとしか言えないワーク
ショップ」は、過程自体に意義を見出したり、結
果として得られるものが参加者によって異なって
いたりする。それがどうであっても不合格だとか
合格は判定されない。４）また目的や目標ができて、
きちんと計画され準備されたものである。この点
は、陶冶に酷似する。しかし、この目的や目標に
かかわらず、主体たる参加者が享受すべき過程と
結果は自由である。５）
Ⅰ −３．ワークショップの分類
　中野はワークショップを次の７つに分類してい
る。６）
（１）アート系 -演劇、ダンス、美術、音楽、工芸、
博物館、自己表現など
（２）まちづくり系 -住民参加のまちづくり、コミ
ュニティづくり、政策づくりなど
（３）社会変革系 -平和教育、開発教育、国際理解
教育など
（４）自然・環境系 -環境教育・野外教育・自然体
験教育など
（５）教育・学習系 -学校教育・社会教育・企業研修・
国際会議など
（６）精神世界系 -自己成長・自己変容・こころと
からだ・人間関係
（７）統合系 -精神世界と社会変革の統合・個人と
社会の癒しと変革など
　本論で行なうワークショップは（１）アート系
である。演劇にしろダンスにしろ音楽にしろ、ア
ートに関しては、観客として楽しむだけではおさ
まらず、「やってみたい」という人たちがいる。そ
ういう人が自ら身体を使って実際に習ったり学ん
だりする場は、常に体験的な場であり、自ら積極
的に参加しないと始まらない。
Ⅱ．問題提起
Ⅱ −１．学生の現状
　本学の学生は、将来の保育者を目指すために入
学してきた者、子どものことが大好きな者が大半
である。しかし保育者という明確な目標があるに
もかかわらず、積極的な意欲を全員が持ち、学生
生活を送っているとは感じられない。今なにを具
体的にやるべきか、意識をどのように持って日々
を暮していくべきか分からず、入学当時の志は薄
れて行っているようだ。その原因のひとつは意欲
の減退にあると思われる。学生に限らず大人でも
目標が大きすぎたり、時間がありすぎると、イメ
ージが湧かず本気になりにくいものだ。学生にと
って 2年後、保育者になっている自分を想像して
今を頑張ることは非常に難しいことではないだろ
うか。そういった意味で学生たちにとって具体的
な目標となり有効なのが「実習」である。講義で
教わる保育の世界だけではイメージが湧かず実感
は得られにくいが、実習先には子どもがおり、自
分の関わりがすぐに子どもの反応となって返って
くる。これで意欲が増さないはずはない。つまり
自ら関わっていくことのできるものならば学生は
意欲を持つことができると考えられる。
Ⅱ −２．学生に足りないもの
　学校へ学びに来ているわけであるから、足りな
いものがたくさんあっても構わないが、就職する
時までに身につけておいて欲しいことがいくつも
ある。例えば、自発的に主体性を持って経験しよ
うとする力・協調性・実行力・改善力・軌道修正
力・コミュニケーション力・企画力・アドバイス
力・記録力などである。その他にも筆記力・計算力・
漢字力・記述力・ピアノ技術・歌唱力・表現力な
どここでは挙げきることができない。保育者を目
指す学生たちにとって、苦手であっては致命的な
スキルである「人との交流力」「人前での発表力」「計
画・準備・実行力」を付ける必要がある。これら
の力のいくつかを学生たちが意欲的、積極的、主
体的に身につけることができる方法はないだろう
か。
　
Ⅲ −３．保育の力を高める経験
「協調性・企画力・記録力」はワークショップを進
行していく者（ファシリテーター）にとっては必
要な能力だと高橋は述べている。７）ここに出てく
るファシリテーターはワークショップを企画して、
準備して、その実施を後ろから見守る人、裏側か
ら支える人（促進する人）である。決して指導し
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たり評価する人ではない。
ファシリテーターはいわば、ワークショップにお
ける「先導役」であり「調整役」であり、「介入役」
であり、「まとめ役」である。８）また参加者を後ろ
から見守り、簡単なアドバイスをしたり、参加者
からの相談に乗ったり、万一危ない場合は対応す
る者のことである。なおファシリテーターについ
て高橋は、「造形についての修練を積んだ人である。
作家やデザイナー、美術教員や美術分野の学芸員
がまず考えられる。専門性があるから、企画ができ、
そして準備をおこない、そして誰でもが参加でき
るように促進できるのだ。」９）と述べているが、私
は保育学科の学生であってもファシリテーターを
行なうことは可能だと考える。ただ、高橋の言う
ように専門について、つまり子どもや造形につい
ての勉強や実習などを通しての経験が必要になる
ことは間違いない。
Ⅲ．目的
　槇は学生が身につけてほしい力と方法について
以下のように述べている。「文部科学省では、2007
年の中央教育審議会で社会人としての基礎力の育
成に関する検討内容が提出されました。それ以降、
ジェネリック・スキルの育成が各大学の課題とし
て挙げられました。
ジェネリック・スキルとは、文部科学省中教審大
学分科会の「学士過程教育の再構築に向けて」の
審議経過報告によると、「多文化・異文化に関する
知識の理解、人類の文化、社会と自然に関する知
識の理解、コミュニケーション・スキル、数量的
スキル、情報リテラシー、論理的思考力、問題解
決力、自己管理力、チームワーク、リーダーシッ
プ、倫理観、市民としての社会的責任、生涯学習力、
総合的な学習経験、創造的思考力等」とされてい
ます。これは、社会人基礎力と呼ばれるスキルです。
これは大学の学習を円滑に進める上でも必要であ
り、本学でももちろん必須の課題である。ところ
がそれを具体的にどうやって身につけていけばい
いのかは、各教員が授業内で行なう指導に任せら
れているところである。」10）
　筆者がⅡ −２に述べた「学生に足りないもの」が
槇の挙げるジェネリック・スキルの中の要素に多
く含まれている。そこで筆者は学生がその力を身
につける方法として「学生たちが子ども向けに行
なう造形ワークショップ」に目をつけた。造形表
現を研究する学生たちが専門性を生かしたワーク
ショップを計画し、参加者を募集、道具や材料の
準備、環境整備を行なう。これによって「学生た
ちが社会的に意義のある活動として発信する学び
を構築すること」11）ができるのではないだろうか。
　またゼミナールは少人数制の授業であるため、
比較的自由に時間と場所を利用できる。ここでな
ら子ども向け造形ワークショップが実践できるの
ではないかと考えたのである。
Ⅳ．研究の方法
　学生たちが主体となって、子ども向け造形ワー
クショップを企画運営する。その過程で、学生た
ちの学びや成長はどこにあるのか、ワークショッ
プ後に振り返りのためのミーティングとアンケー
トを行なった。本研究では、そのアンケートをも
とに考察を行なうことにする。
Ⅳ −１．ワークショップの概要
日時：2015年８月５日（水）10時～ 12時 30分
場所：四條畷学園短期大学　清風学舎 3階木工室
内容：「おもしろお面を作ろう」子どもたちにダ
ンボールと廃材を使ったお気に入りのおもしろい
お面を作ってもらう。※ワークショップの内容は
「tupera tuperaのわくわくワークショップワークシ
ョップ」（チャイルド本社）を参考に実行する
目的：ワークショップを計画することで子どもた
ちの言動、態度、行動を予測し、実施することで
実際に子どもたちを観察し考察を行なう。
対象：四條畷学園大学附属幼稚園　年長児 10名
ゼミ学生：9名（ファシリテーター）
見学者：３名（参加した子どもの保護者）
Ⅳ −2．ワークショップまでの流れ
　ゼミ 15回の授業のうち後半の 7回を使って計画、
準備を行ない、夏休みの２日を使って直前準備と
ワークショップを行なった。
9回目：様々なワークショップを知る 6/2
10回目：ワークショップを考える（材料集め、日
程、場所、募集年齢、人数、申し込み方法、参加料、
参加者募集の範囲、係り）6/9
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11回目：材料集めと加工、準備（ダンボール集め、
裁断、着色）6/16
12回目：ダンボールの整形、チラシづくり（図１）、
必要なもの作成 6/23
13回目：ワークショップを体験する（自分で作品
を作ってみる）6/30
14回目：ワークショップのシミュレーション 7/14
15回目：ワークショップを考える（ファシリテー
ターの役割について）7/21
前　日：掃除、シートひき、飾りつけ、材料ならべ、
掲示作り、心がけ確認、リハーサル、8/4
当　日：受けつけ、ワークショップ実施、片づけ、
反省会 8/5
　学生たちは子どもの興味、心理を考えながら、
ワークショップの内容や材料、用具、環境、流れ
などを話し合いながら決めていった。実際に自ら
も制作し、子どもの立場になってさらに計画を進
めた。ワークショップを盛り上げることはもちろ
んだが、安全性には細心の注意を払いながら計画
のチェックも行なった。ワークショップ中の動線、
材料の見栄え、取りやすさ、鑑賞時に発表しやす
い雰囲気づくり、持ち帰り用の袋デザインなど受
付からお見送りまで主体的に知恵を出し合ってい
た姿が印象的であった。
Ⅳ −3．ワークショップの流れ
①受付（子どもと親御さんと初対面）
②手遊びで導入
③ワークショップの説明を行なう
④学生たちの作った見本を見せる
⑤材料・用具を見せる
⑥制作
⑦片づけ
⑧鑑賞会（1人１人お面の発表をする）
⑨お面を袋に入れて持ち帰る
Ⅴ．結果
　ワークショップ後に行なったアンケートの結果
の考察を行なっていくことにする。Ⅴ −1の質問に
対しての回答は選択肢より複数選択可能とし、（　）
4
図１
①受付 ⑥制作
②手遊び ⑦片づけ
③説明を行う ⑧鑑賞会
④作品を見せる ⑨持ち帰る
⑤材料・用具を見せる
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内は選択した学生人数。Ⅴ−２の質問に対しては（す
ごく良かった・良かった・まあまあ良かった・ど
ちらでもない・良くなかった・まったく良くなか
った）から選択してもらい、さらに具体的に記述
してもらった。Ⅴ −3ではワークショップ全体を通
しての自由記述をしてもらった。なおアンケート
に回答した学生は８名。
Ⅴ −1．ワークショップの計画・話し合い・準備・実
施を通して何を学びましたか。
‐回答の多かった順に選択肢を挙げる。‐
・「環境設定」「子どもへの対応」（８人）
・「他人の意見を聞くこと・理解すること」「仲間と
の協力」「想像力」（７人）
・「見通しを立てること」「臨機応変に対応すること」
「安全性」「自分たちで決めること」「計画・準備を
行なうことの必要性」（６人）
・「数量的なこと」「チラシでの募集方法」「材料の
こと」「コミュニケーション力」（５人）
・「用具のこと」「用具や材料の知識」（４人）
・「言語的なこと」「することを自分で決めること」
「用具や材料の技術」（３人）
＜考察＞
　ワークショップを準備していく段階で、子ども
の心理や行動を考えながら様々なことを決定して
いくため、「環境設定」の重要性を感じている学生
が多かった。また当日、子どもたちとワークショ
ップを実際に行ない、子どもの想像力の素晴らし
さに感心し、「子どもたちへの対応」の難しさとや
りがいを学生の多くが感じていた。
　また学生間では「他人の意見を聞くこと・理解
すること」「仲間との協力」を挙げており、難しさ
というよりもむしろ相互理解し協力しあう事の大
切さを感じ、お互いの存在に感謝している様子が
見られた。
　さらに「見通しを立てること」の重要性も半数
の学生が感じている。それは子どもたちの安全性
にも関わってくる重要なポイントであり、活動を
スムーズに運ぶためにも必要なものである。
Ⅴ −２．多くの子どもや大人と関わってみてどうで
したか
　すごく良かった（７人）・良かった（１人）・ま
あまあ良かった（０人）・どちらでもない（０人）・
良くなかった（０人）・まったく良くなかった（０人）
（具体的な記述）
・子ども１人１人の表現の仕方が違い、こんな表現
方法もあるのだと知れた。
・最初に親御さんから「おねがいします」ワークシ
ョップ後は「ありがとうございました。」と声をか
けていただいたのが良かったです。
・優しい親御さんばかりで、話しやすくてコミュニ
ケーションをとるのが楽しかったです。
・子どもたちの中でも色々な子がいましたが、すご
い想像力を持っていて、関われて楽しかったです。
・子どもが予想しなかった行動をとった時などの対
応をするのに勉強になったし、保護者が帰りに話
しかけて来てくれて、工作している時の子どもの
様子を話したりして、よい経験ができたと思いま
す。
・初めて会った子と一緒に工夫してオリジナルのお
面を作る経験ができてとても良かった。
・子どもたちも初対面で親御さんとも初対面で、ど
うなるのかと思っていたのですが、笑顔で積極的
に話すと、快く話して下さって全員が全員そうじ
ゃないかもしれないですが、子どもや大人の方に
関われて本当に良かったです。とても良い経験に
なりました。
＜考察＞
　多くの学生が多くの子どもや大人と関わってみ
て「すごく良かった」と答えており、具体的な理
由として、親御さんとのコミュニケーションをと
れたことの満足感があげられる。学生はワークシ
ョップが終わり、子どもを迎えに来た親御さんに
対して、工作中の子どもの様子を伝え、自ら話す
きっかけを作り出していた。昨今の学生はコミュ
ニケーション能力がないと言われるが大人と会話
する場面がないだけなのかもしれない。実習中に
来園した親御さんと接する場面はあるが、立場と
しては実習生であり会話まではいかないケースが
多い。一方今回は学生がワークショップを主催し
ているので、親御さんが学生に対して親しみを持
って下さり、コミュニケーションがとりやすかっ
たと考えられる。
　以上のことから学生たちは子どもに受け入れら
れ、親御さんからも優しい言葉をかけていただい
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って子どもたちの発想や表現力を感じることがで
きたからであると考える。次に、シミュレーショ
ンについて、保坂はシミュレーションを「ロール
プレイング」として表現し、実習前の授業内で造
形の設定保育を学生同士でシミュレーションさせ
ている。「実習前に行なう実習を活かすことができ
るかという問いには、ほとんど全員の学生ができ
ると答えており、学習前のロールプレイングが体
験者の自覚的効果を実感させることができる教育
方法である」12）と述べているように保育実習や就職
してからの保育現場の実践で活かすことができる
と考える。またある程度の予測ができるので緊張
せずにファシリテーターを行なえたことが学生の
記述からもうかがえる。
　さらに学生たちは自分の行為に対し、子どもた
ちが反応してくれたこと、また子どもたちが満足
してくれたことに喜びを感じているようである。
中には、子どもたちが夢中になる姿を目の当たり
にして改めて保育士になりたいという思いをさら
に強く持った学生もいた反面、計画、準備し、実
行することの大変さを感じている学生もいた。
Ⅵ．まとめ
　学生たちはワークショップを企画し、準備する
ことによって、子どもの行動を予測し、よりよい
環境設定や進め方、子どもへの対応を学んでいる
ことが明らかになった。同時に仲間との協力の重
要性を感じ、相互理解にも努めていた。また保護
者との会話の機会も積極的に作り出しており、ワ
ークショップを行なうことによって学生たちは、
主体的に活動するようになったと考えられる。
　また子どもが夢中になって制作する姿や喜んだ
表情を傍で見て、保護者からも感謝の言葉をいた
だくことで自己肯定感が高くなるとともに達成感
と意欲が増していることが分かる。さらにワーク
ショップ後、学生たちが筆者の所へ 12月にまた別
のワークショップを企画実行したいと申し出てき
た。このことから自発的に行動する兆候も見え始
めていると考える。
　今後も学生主体のワークショップを続け、学生
たちの変化をさらに研究していきたいと思う。
た事で自己肯定感が高まったと言えるのではない
だろうか。
Ⅴ −3．自由記述（感じたこと・思ったこと・意識の
変化をできるだけたくさん書いてください）より
いくつか掲載し、記述内容を分析する。
記述の内容で分類してみると以下のようになった。
（　）内は記述した、延べ人数
立ち居振る舞いについて（０人）・導入・指導・説
明について（２人）・言葉かけ（接し方）について（６
人）・準備（材料やシュミレーション）について（４
人）・子どもの発想や表現力について（13人）・意識・
考え方・経験・協力・学びについて（８人）
・材料は多めに用意しておくことを学びました。な
ぜなら子ども達も材料が多いと材料を見るだけで
ウキウキして、作ることがもっともっと楽しみに
なり、発想もとても豊かになり、１人１人個性あ
ふれる作品になるという事に気づいたからです。
・シミュレーションはとても重要。シミュレーショ
ンがなかったら本番に緊張してしまって、きっと
何も喋れなくなってしまうと思うし、臨機応変に
対応できないと思うからです。
・子どものキラキラ輝いた目を見ると私もしっかり
と子どもの目線に立って、子どもと一緒に発見し
て、共感して、楽しめる、そんな先生になりたい
と改めて思いました。
・さっきまでおしゃべりだった子が、恥ずかしがっ
て発表できずにいました。最後に私が背中をぽん
ぽんしてあげながら一緒に発表したら、小さな声
でしたが発表することができました。発表後の子
どもはとても満足そうで良かったです。
・当日になってこうしたらよかったなと思うことが
たくさんありました。
・子どもたちが思っているように動いてくれません
でした。
・ワークショップをみんなで計画からしてみて、材
料集めや、参加者の募集、進め方など色々なこと
を決めるのが大変だと思いました。
＜考察＞
「子どもの発想や表現力について」書いた学生が多
かった。これはファシリテーターという立場から
子どもたちを極力見守り、傍で観察することによ
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